
　SIPの着実な推進を図るため、SIPの基本方針、SIPで扱う各課題の

研究開発計画、予算配分、フォローアップ等についての審議・検討を行

うための運営会議である。また、SIPや各課題の研究開発計画および進

捗状況に対して、必要な助言、評価の役割も担う。評価の結果は、次年

度の SIPの実施方針等に反映される。メンバーは、総合科学技術・イノ

ベーション会議 有識者議員で構成され、必要に応じて、構成員以外の

有識者を招いて評価を行うこともある。

ガバニングボードとは

　現在、政府は「世界で最もイノベーションに適した国づくり」をスローガン

として掲げ、科学技術イノベーション政策を強力に推進している。総合

科学技術・イノベーション会議は、2013年6月に閣議決定された日本

再興戦略および科学技術イノベーション総合戦略に基づき、司令塔機能

を発揮すべく「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」を創設した。

2014年5月に10の課題、プログラムディレクター（PD）、予算配分を決定

し、本格的な活動をスタートさせた。また、2015年6月には新規課題候補と

して「重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保」が承認された。

これまでの経緯と今後の予定

新規課題候補として「重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確

保」が総合科学技術・イノベーション会議(2015年6月18日)にて決定さ

れ、プログラムディレクター(PD)候補として情報セキュリティ大学院大学後

藤教授が8月6日に政策参与に任命された。

本課題では、重要インフラ等におけるサイバーセキュリティを確保するた

めに、サイバー攻撃対策として、制御・通信機器のセキュリティ確認技術、

制御・通信機器および制御ネットワークの動作監視・解析技術と防御技術

を研究開発し、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の安定

的運営に貢献することを目指す。

新規課題候補について

*1 平成26年度政府予算案で、500億円を計上（このうち35%(175億円)を医療分野の研究開発
 関連の調整費として充当）
*2 内閣府非常勤職員。プログラム開始後はPD

2013年

2014年

8月 内閣府計上の調整費（科学技術イノベーション創造推進費*１）を概算要求

9月 国家的・経済的重要性等の観点から総合科学技術会議が10の課題候補
 を決定
 助言・評価等を行うガバニングボード（総合科学技術会議 有識者議員にて
 構成）を設置

10月 内閣府が各課題の政策参与*2を公募

12月 政策参与を決定。政策参与が中心となって研究開発計画を作成

2月 公開ワークショップ

3月 事前評価

4月 研究開発計画をパブリックコメント

5月 総合科学技術・イノベーション会議において、課題、
 プログラムディレクター(PD)、予算配分を決定

6月 PD10名を任命、各省に予算移し替え、研究機関の公募開始

2015年
2月 平成26年度末評価

4月 平成27年度当初予算配分を決定

6月 「重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保」が
 総合科学技術・イノベーション会議にて新規課題候補として承認
 PD候補（政策参与）の公募

8月 新規課題候補のPD候補（政策参与）の任命

7月～ 公募締切、選定作業（書類・面接）

8月～ 採択課題、研究開発機関を決定し、研究開発体制を構築

10月～ 各課題の研究開発を本格化

12月 SIPシンポジウム2014開催

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）とは

プログラムディレクターが語る

世界を先導し、

日本再生の鍵を握る
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10 革新的燃焼技術
日の丸内燃機関が地球を救う計画

トヨタ自動車株式会社 
エンジン技術領域 領域長

杉山 雅則

14 次世代パワー
エレクトロニクス
どこでもパワエレ機器で豊かな省エネ社会

三菱電機株式会社 
開発本部 役員技監

大森 達夫

18 東京大学 名誉教授
物質・材料研究機構顧問

岸 輝雄　
革新的構造材料

22 エネルギーキャリア
新しいエネルギー社会の実現に向けて

東京ガス株式会社
常勤顧問

村木 茂　

30 トヨタ自動車株式会社 顧問

渡邉 浩之　
自動走行システム

34 横浜国立大学 先端科学高等研究院 
上席特別教授

藤野 陽三　インフラ維持管理・
更新・マネジメント技術

レジリエントな防災・
減災機能の強化38 京都大学 防災研究所 教授

中島 正愛　

42 次世代農林水産業
創造技術
アグリイノベーション創出

法政大学 
生命科学部 教授

西尾 健　

46 革新的設計
生産技術
新しいものづくり2020 計画

株式会社日立製作所 
研究開発グループ 技師長

佐々木 直哉

26 次世代海洋資源
調査技術
海のジパング計画

東京大学 名誉教授
国際資源開発研修センター顧問

浦辺 徹郎

（2015年10月15日現在）
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